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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

○ ○ 〇 1

電子配置と周期表 原子内での電子の収まり方を理解
する。電子の収まり方と元素の性
質の規則性を理解する。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○

（　５組：宮崎　）

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学における基本的な知識を理解するととも
に、基本的な化学実験技術を習得する。

化学知識を活用して事象を論理的に考察する力、化
学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

教科 理科 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

科目 化学基礎

理科における基礎的な知識を理解するとともに、基本的な実験技術を習得する。

日常生活と化学との関係を理解して、主体的に
考察を深めたり、実験をしていく積極性を養
う。

新編化学基礎（東京書籍）

理科 

理科知識を活用して事象を論理的に考察する力、理科的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

日常生活と理科との関係を理解して、主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極性を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

（　６組：宮崎　）（１組：岡田） （　２組：宮崎　　　　）（　３組：岡田　） （　４組：宮崎　　　）

配当
時数

１
学
期

物質の成分と構成元素 多種多様な物質を観察することに
よって、整理、分類し、共通した
要素や、個々の相違点を調べるこ
とにより物質の成り立ちを追求す
る。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 5

物質の三態と原子の構造 物質は固体、液体、気体のいずれ
かの状態をとる。物質を構成する
原子の構造を理解する。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 5

定期考査

6

化学結合 イオン結合、共有結合、分子間
力、金属結合について理解する。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

酸と塩基 酸、塩基の定義や、酸性、塩基性
の強さの表し方を学ぶ。ｐＨ、中
和について理解させる。 【知識・技能】

　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 13

○ ○ 9

定期考査

○ ○ ○ 13

定期考査
〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 1

70

定期考査

〇 〇 〇

２
学
期

物質量と化学反応式 化学基礎の基本になる物質量につ
いて理解する。化学反応には化学
反応式が作成できるようにする。
化学反応式の量的関係について理
解させる。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

1

３
学
期

酸化と還元 酸化、還元について学び、酸化数
の増減など酸化、還元が説明でき
るようにする。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 8

酸化還元反応 酸化と還元が同時に起こる反応に
ついて理解を深める。

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。 ○
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 〇 〇

定期考査

２
学
期

・観察や実験を通して、物体にさまざまな力が働くことを理解する。
・物体に働く力の合成・分解をベクトルで扱い、力のつりあいについて理解を深める。
・質量を重さの違いを理解し、重力、弾性力を計算する。
・力の合成・分解、つりあいを理解する。
・慣性や慣性の法則を理解する。
・運動の第１、第２法則について実験をもとに理解して、運動の第３法則を扱い、釣り合う２
力との違いを理解する。
・力、質量、加速度の関係より、運動方程式を導くことができる。

第２節　力と運動の法則
①力と質量
②いろいろな力
③力の合成と分解と力のつりあい
④慣性の法則
⑥運動の法則
⑦運動方程式
⑧摩擦力

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

1

３
学
期

・周期的に振動する波について、波の速さ、周期、振
動数などの関係を理解する。
・波の重ね合わせを学習し、波の独立性を理解する。
・定常波ができるようすや、波が反射する時のしくみ
を理解する。
・音が波であることを学習し、反射、うなりなどの現
象を理解する。
・物体には固有振動があることを学習し、弦の振動、
気柱の共鳴について理解する。
・弦が振動するときのしくみや、気柱が共鳴するしく
みを理解し、共振、共鳴の公式を利用することができ
る。

第Ⅲ章　波動
第１節　波の性質
①波と振動
②定常波
③波の反射
第２節　音波
①音の速さと３要素
②弦の固有振動
③気柱の固有振動

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 8

・日常生活と密接な関わりのある電気の性質を理解す
る。
・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。
・抵抗の接続による合成抵抗を求めることができ、電
圧計、電流計の接続について理解する。

第Ⅳ章　電気
第１節　電荷と電流
①電荷
②直流回路

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 9

定期考査

○ ○ ○ 13

定期考査
〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 1

6

定期考査
○ ○ 1

方を理解する。
・運動する物体がもつエネルギーと、仕事との関係を理解する。
・位置エネルギーについて理解し、物体がされる仕事との関係を理解する。
・仕事の求め方、道具を使用しても仕事の量は変化しないことを理解する。
・仕事率が単位時間で行う仕事量であることを理解する。
・物体のもつ運動エネルギーと物体にする仕事との関係を理解する。
・重力による位置エネルギーが基準点によって異なること、弾性エネルギーは自然の長さを基
準に求めることを理解する。
・重力や弾性力だけから仕事をされた場合、力学的エネルギーが保存されることを理解する。

第Ⅱ章　エネルギー
第１節　仕事と力学的エネルギー
①仕事
②運動エネルギー
③位置エネルギー
④力学的エネルギーの法則

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 13

配当
時数

１
学
期

物体の変位や速度などの表し方について、直線運動を
中心に理解する。

第Ⅰ章　力と運動
第１節　物体の運動
①速さと等速直線運動
②変位と速度

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 5

・直線運動を中心に物体の加速度を理解する。
・物体の運動に関する基本的な公式を理解する。
・速度の合成や相対速度の公式を理解する。
・加速度に関する基本的な公式を理解する。
・等加速度直線運動の公式を理解する。

速度の合成・相対速度
④加速度
⑤等加速度直線運動

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 5

定期考査

6

・水平投射の鉛直方向の運動が自由落下と同じになる
ことを確認する。

⑧水平投射と斜方投射 【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○

教科 理科 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

科目 物理基礎

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付ける。

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに，科学的態度を
身に付る。

高等学校新物理基礎（第一学習社）

理科 

自然の事物・現象の中に問題を見出し，事物を科学的に考察し，導き出した考えを表現できるようになる。

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするとともに，科学的態度を身に付る。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

（６組：岡田）（１組：岡田） （２組：清野） （３組：清野） （４組：清野） （５組：清野）

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付ける。

自然の事物・現象の中に問題を見出し，探究する過
程を通して，事物を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現できるようになる。

○ ○ 〇 1

・物体が空中を落下する時の運動を調べ、その特徴を
理解する。
・落下する物体の運動は。鉛直下向きに一定の加速度
をもつ運動であることを理解する。

⑥重力加速度と自由落下
⑦鉛直投げおろし・鉛直投げ上げ

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

３
学
期

4章「生物の多様性と生態系」
【知識及び技能】
・植生と遷移について，植生と遷移のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・植生と遷移について，観察，実験などを通して探究し，遷移
の要因を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・植生と遷移に関する事物・現象に主体的にかかわり，科学的
に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

身近な植生と環境の観察から、植生と土壌、光などの環境条件
との関係を考える。
植生の遷移とともに遷移の要因である土壌や光環境の変化を理
解する。

植生と遷移について，植生と遷移の基本的な概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けている。
植生と遷移について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学
的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
植生と遷移に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しようとしている。 ○ ○

２
学
期

3章「ヒトのからだの調節」
【知識及び技能】
・神経系と内分泌系による調節について，情報の伝達のことを
理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・神経系と内分泌系による調節について，観察，実験などを通
して探究し，体内での情報の伝達が体の調節に関係しているこ
とを見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報の伝達に関する事物・現象に主体的にかかわり，科学的
に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

体内環境と体外環境を区別する。
神経系による情報伝達のしくみ、脳の構造とはたらき、内分泌
系による情報伝達のしくみを学び、体内環境を調節するしくみ
を理解する。
血糖濃度を調節するしくみを理解する。
グラフを読み取りながら、生活様式の変化と糖尿病について考
察する。

神経系と内分泌系による調節にについて，情報の伝達の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関
する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
情報の伝達について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学
的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
情報の伝達に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○

ＤＮＡ、遺伝子、染色体、ゲノムのといった用語の関係性を理
解し、遺伝についての理解を深める。
細胞周期の間期にＤＮＡの複製が行われ、分裂期にＤＮＡが等
しく分配される結果、どの細胞でも同じ遺伝情報をもつことを
理解する。
生命活動には多種多様なタンパク質が関与していることを理解
する。
ＤＮＡの塩基配列からｍＲＮＡの塩基配列へ転写され、ｍＲＮ
Ａの塩基配列からｔＲＮＡを介してアミノ酸配列へと翻訳され
る情報の流れを理解する。
細胞分裂時のＤＮＡの複製と関連付けて、個体を構成する細胞
は遺伝的に同じだが、細胞によって発現している遺伝子が異な
ることを理解する。

【知識・技能】
　生物の特徴について，生物とエネルギーの,遺伝子とそのはたらきについて，遺
伝情報とDNA,タンパク質の合成の基本的な概念や原理・法則などを理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
生物とエネルギー,遺伝情報とDNA,タンパク質の合成について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物とエネルギー,遺伝情報とDNAに関する事物・現象に進んでかかわり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

○

○ 8

定期考査

○ 13

3章「ヒトのからだの調節」
・免疫について，免疫のはたらきのことを理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・免疫について，観察，実験などを通して探究し，異物を排除
する防御機構が備わっていることを見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・免疫のはたらきに関する事物・現象に主体的にかかわり，科
学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

経験と結びつけながら、食細胞などによる自然免疫やリンパ球
による適応免疫が病原体の排除にはたらいていることや、血液
凝固のしくみを学び、その意義を考える。
免疫のしくみの応用や免疫の関わるさまざまな疾患を調べ、理
解を深める。

免疫について，免疫のはたらきの基本的な概念や原理・法則などを理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。
免疫のはたらきについて，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，
科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
免疫のはたらきに関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振り返った
りするなど，科学的に探究しようとしている。 ○ ○ ○ 13

〇 〇
1

合計
70

定期考査

4章「生物の多様性と生態系」
【知識及び技能】
・生態系とその保全について，生態系と生物の多様性，ならび
に生態系のバランスと保全のことを理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・生態系とその保全について，観察，実験などを通して探究
し，生態系における生物の種多様性を見いだすととともに，生
態系のバランスと保全について表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・生態系とその保全に関する事物・現象に主体的にかかわり，
科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の
保全に寄与する態度を養う。

森林、草原、砂漠が成立する場所の年平均気温と年降水量を調
べ、環境条件によってバイオームが異なることに気付くととも
に、バイオームが遷移を経て成立していることを理解する。
生物の多様性について、３つの視点から理解を深める。

配当
時数

１
学
期

1章「生物の特徴」
【知識及び技能】
　・生物の特徴について，生物の共通性と多様性のことを理解
するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・生物の特徴について，観察，実験などを通して探究し，生物
の共通性と多様性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・生物の共通性と多様性に関する事物・現象に主体的にかかわ
り，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

共通の祖先から進化してきた生物は、共通の特徴をもつことを
理解する。
顕微鏡の基本的な操作を習得し、微生物や動物、植物などの細
胞の観察結果を比較し、生物のもつ共通性について考察する。
真核細胞と原核細胞の構造を学び、細胞の共通性と違いについ
て理解する。
同化や異化の代謝の過程でエネルギーの受け渡しにＡＴＰが利
用されていることを、ＡＴＰの構造とともに理解する。
酵素に関する実験から、酵素の性質について考察する。
呼吸と光合成のしくみを理解する。

【知識・技能】
　生物の特徴について，生物の共通性と多様性の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
生物の共通性と多様性について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを
行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物の共通性と多様性に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1
2章「遺伝子とその働き」
【知識及び技能】
　・生物の特徴について，生物とエネルギーのこと,遺伝子とそ
のはたらきについて，遺伝情報とDNA,タンパク質の合成のこと
を理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・生物の特徴,遺伝子とそのはたらきについて，観察，実験など
を通して探究し，生物とエネルギーを見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・生物とエネルギーに関する事物・現象,遺伝子とそのはたらき
に主体的にかかわり，科学的に探究しようとする態度と，生命
を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

○

1

○

10

定期考査

教科 理科 科目 生物基礎

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付ける。

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それらに対する気付き
から課題を設定し解決しようとする態度など，科学的に探究しよ
うとする態度が養われている。その際，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度が養われている。

【学びに向かう力、人間性等】

（1～6組：渡部）

理科 生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について
の観察，実験などを行うことを通して，生物や生物現象に関する
基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本的な技能が身に付い
ている。

生物や生物現象を対象に，探究の過程を通して，問題を見いだす
ための観察，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験による
検証，調査，データの分析・解釈，推論などの探究の方法が習得
できている。また，報告書を作成したり発表したりして，科学的
に探究する力が育まれている。

「高校生物基礎visual」　実教出版

理科

自然の事物・現象の中に問題を見出し，事物を科学的に考察し，導き出した考えを表現できるようになる。

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするとともに，科学的態度を身に付る。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

生態系とその保全について，生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと
保全の基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全について，問題を見いだ
し見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全に関する事物・現象に進
んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○ 9

○ 1

定期考査
○ ○ 1

○
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○

（1～6組：宮崎・渡部）

理科 科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

「高校生物基礎visual」　実教出版

理科

理科知識を活用して事象を論理的に考察する力、理科的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

日常生活と理科との関係を理解して、主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極性を養う。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

理科における基礎的な知識を理解するとともに、基本的な実験技術を習得する。

日常生活と理科との関係を理解して、主体的に
考察を深めたり、実験をしていく積極性を養う

【学びに向かう力、人間性等】

理科における基礎的な知識を理解するととも
に、基本的な理科実験技術を習得する。

理科知識を活用して事象を論理的に考察るす
力、理科的な表現を用いて事象を表現する力を
養う

教科 理科 科目 科学と人間生活

○

1

○

11

配当
時数

１
学
期

生命の科学 微生物とその利用を観察することに
よって、整理、分類し、調べること
により微生物とその利用を理解す
る。
ヒトの生命現象を観察することに
よって、整理、分類し、調べること
によりヒトの生命現象を理解する。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極
性を養う

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

18

合計

70

定期考査 ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○

1年間の復習

○ 13

宇宙や地球の科学 太陽と地球を観察することによっ
て、整理、分類し、調べることによ
り太陽と地球を理解する。

【知識・技能】】
　基本的な実験技術を習得する。
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力を養
う。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極
性を養う。

○ ○ ○ 13

1年間の学習の振り返りを行う。実験
内容のまとめを行う。

【知識・技能】】
　基本的な実験技術を習得する。
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力を養
う。

〇 〇

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極
性を養う

○ ○

材料とその再利用を観察することに
よって、整理、分類し、調べること
により材料とその再利用を理解す
る。衣料と食品を観察することに
よって、整理、分類し、調べること
により衣料と食品を理解する。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力を養
う。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極
性を養う。

○ ○

○ ○

３
学
期

２
学
期

光や熱の科学 光の性質とその利用を観察すること
によって、整理、分類し、調べるこ
とにより光の性質とその利用を理解
する。

定期考査

物質の科学
定期考査



1／1

年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計
210

〇 〇 〇

定期考査

２
学
期

・帯電は電子の過不足によって起こり、電気現象は電子が主役であることを
はっきり認識させる。同種の電気どうしは反発し、異種の電気どうしは引き合
うこと、及びその力の大きさについてのクーロンの法則を理解させる。
・電荷のまわりにできる電場は、試験電荷に働く静電気力の大きさと向きによ
り定まるベクトルであることを理解させる。また、電場のようすは電気力選に
よって表されることを理解させる。
・試験電荷を運ぶときに外力のする仕事により電位・電位差が定まることを理
解させる。
・電場の中に物体を置くとき、物体の表面には電荷が現れるが、物体が導体か
不導体かにより、現象が異なることを理解させる。
・一様な電場内の電場と電位差との関係などから、コンデンサーの極板に蓄え
られる電気量が電位差に比例することが導かれることを示し、電気容量を理解
させる。また、極板間に挿入された誘電体の働き及び誘電率、比誘電率を理解
させる。

第４編　電気と磁気
第１章　電場
１　静電気力２　電場
３　電位
４　物質と電場
５　コンデンサー

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

1

３
学
期

・光電効果の式K０＝ｈｖ－Wから、光電効果の現象が定性的にも定量的にも説
明できることを学習させる。
・X線をｈｖのエネルギーの光子と考えると、X線スペクトルの最短波長の大き
さが説明できることを理解させる。

第５編　電子
第１章　電子と光
１　光の粒子性
２　X線

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 6

・ラザフォードの原子模型を説明し、どのような実験によりこの原子模型が正
しいと判断したのかを理解させる。
・原子核が陽子と中性子とからなること、また核力、同位体について理解させ
る。
・不安定な原子核から放出される放射線には、おもにα線、β線、γ線の３種
類があること、それらの本体が何であるかを説明する。
・α粒子と空気中の窒素原子核との衝突により、原子核反応が生じていること
に触れ、原子核反応式を示す。原子核反応の前後で質量数の和と原子番号の和
はそれぞれ変わらないことを理解させる。
・自然の階層性について説明し、素粒子とは何かを把握させる。

第２章　原子と原子核
１　原子の構造とエネルギー準位
２　原子核
３　放射線とその性質
４　核反応と核エネルギー
５　素粒子

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。 ○ ○ ○ 6

定期考査

○ ○ ○ 37

定期考査
〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 1

定期考査
○ ○ 1

・電流や電圧の意味を確認しながらキルヒホッフの法則をきちんと理解させ
る。
・抵抗率が導体と不導体の中間にある半導体について、電流が流れるしくみや
特徴を理解させる。
・磁場を横切る導線に生じる誘導起電力について理解させる。
・磁石の性質を示し、点電荷のつくる電場と対比させながら、磁場について定
義し、さらに磁力線の説明へと進めていく。
・直線電流が周囲につくる磁場、円形電流が円の中心につくる磁場、ソレノイ
ドがその内部につくる磁場について理解させる。
・電流が磁場から受ける力の大きさは、周囲の物体の「透過率」の大小による
ことを理解させる。また、平行電流が及ぼし合う力についてその向きと大きさ
とを理解させる。
・電流が磁場から受ける力を微視的に考察し、運動する荷電粒子が磁場から受
ける力について説明する。
・交流電圧がV=V0sinωtで表されることを理解させる。
・コイルに流れる電流が変化すると誘導起電力が生じ、その大きさは電流の変
化の速さに比例することを理解させる。
・抵抗に直列につないだコイルやコンデンサーに加わる電圧の位相について、
実験をとおして理解させる。
・電磁波の発生のしくみについて理解させる。

１　オームの法則
２　直流回路
３　半導体
第３章　電場と磁場
１　磁場
２　電流のつくる磁場
３　電流が磁場から受ける力
４　ローレンツ力
第４章　電磁誘導と電磁波
１　電磁誘導の法則
２　交流の発生
３　自己誘導と相互誘導
４　交流回路
５　電磁波

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 40

定期考査

40

・波源が単振動をするとき、その振動が周囲の媒質に伝わると正弦波が生じる
ことを理解させる。
・音源が動く場合には、観測者の運動に関係なく波長が変化することを理解さ
せる。

第３編　波
第１章　波の伝わり方
１　正弦波
第２章　音の伝わり方
２　音のドップラー効果

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 25

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 26

・以下のことを理解させる。
　①２物体の一直線上の衝突について、運動量と力積の関係を用いて運動量保
存則が導かれること②斜めの衝突の場合でも運動量保存則が成り立つこと③物
体の分裂の場合にも運動量保存則が成り立つこと
・反発係数は衝突直後と直前における２物体の相対速度の大きさの比で表され
ることを理解させる。
・円運動している物体の速度の方向は、その瞬間の物体の位置を接点とする接
線方向であることを理解させる。
・等速円運動をする物体の加速度の向きは物体から円の中心を向くことを理解
させる。
・ある物体を異なる立場で観測するときには、異なった運動が観測され、異
なった式が立てられる場合があることを認識させる。
・等速円運動をする物体の直径方向への正射影が単振動であることを理解させ
る。
・ケプラーの法則と運動方程式とから万有引力の公式が得られることを、惑星
の運動を等速円運動とみなした場合について導き出す過程を示す中で理解させ
る。

１　運動量保存則
２　反発係数
第４章　円運動と万有引力
１　等速円運動
２　慣性力
３　単振動
４　万有引力

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 25

教科 理科 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

科目 物理

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれら
を探究しようとするとともに，科学的態度を身に
付る。

高等学校新物理基礎（第一学習社）

理科 

物理

清野

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理

・ボイル・シャルルの法則から、理想気体の状態方程式が得られることを示
す。
・気体分子の運動を力学的に扱って気体の圧力を表す式を導く。この式と理想
気体の状態方程式から、気体分子の運動エネルギーの平均値が絶対温度に比例
することを導く。
・熱力学第一法則は、熱現象も含めたエネルギー保存則であることを理解させ
る。この熱力学第一法則の式を用いて定積変化、定圧変化、等温変化、断熱変
化を理解させる。

第１章　気体のエネルギーと状態変化
１　気体の法則
２　気体分子の運動
３　気体の状態変化

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組む。

○ ○ ○

6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を
身に付ける。

自然の事物・現象の中に問題を見出し，探究する
過程を通して，事物を科学的に考察し，導き出し
た考えを的確に表現できるようになる。

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付ける。

自然の事物・現象の中に問題を見出し，事物を科学的に考察し，導き出した考えを表現できるようになる。

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするとともに，科学的態度を身に付る。

○ ○ 〇 1

配当
時数

１
学
期

・速度や加速度のベクトルを用いた扱いを十分に理解させ、慣れさせる。
・放物運動における速度ベクトルを水平成分と鉛直成分に分解し、定量的に理
解させる。
・剛体にはたらく力の効果は、力の大きさと無機の他に,作用線の位置により決
まることを理解させる。また、剛体にはたらく力がつりあうためには、剛体が
並進運動と回転運動をし始めないことに留意する。
・剛体に働く力の合力をさまざまな場合に応じて求められるようにする。ま
た、偶力は剛体を回転させ始める働きだけをもつ量であることを理解させる。
偶力のモーメントはどの点を軸としても同じ値になることも理解させる。

第１章　平面内の運動
１　平面運動の速度・加速度
２　落下の運動
第２章　剛体
１　剛体に働く力のつりあい
２　剛体に働く力の合力と重心
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教科 理科 科目 化学

理科における基礎的な知識を理解するとともに、基本的な実験技術を習得する。

日常生活と化学との関係を理解して、主体的に
考察を深めたり、実験をしていく積極性を養
う。

理科 化学 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学における基礎的な知識を理解するととも
に、基本的な化学実験技術を習得する。

化学知識を活用して事象を論理的に考察るす力、化
学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

岡田

【学びに向かう力、人間性等】

「化学　ｖｏｌ　１　理論編）」「化学　ｖｏｌ　２　物質編）」東京書籍

理科

理科知識を活用して事象を論理的に考察する力、理科的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

日常生活と理科との関係を理解して、主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極性を養う。

〇 1

有機化合物の特徴と分類 多種多様な有機化合物を観察することによって、整理、分類し、有機化合物調べるこ
とにより有機化合物を理解する。

〇 〇 〇 11

高分子化合物の特徴と分類 多種多様な高分子化合物を観察することによって、整理、分類し、高分子化合化合物
調べることにより有機化合物を理解する。

〇 〇

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

単元 指導項目・内容 知 思 主
配当
時数

１
学
期

有機化合物の特徴と分類 多種多様な有機化合物を観察することによって、整理、分類し、有機化合物調べるこ
とにより有機化合物を理解する。

〇 〇 〇 11

有機化合物の特徴と分類 多種多様な有機化合物を観察することによって、整理、分類し、有機化合物調べるこ
とにより有機化合物を理解する。

〇 〇 〇 12

定期考査 〇 〇

〇 12

定期考査
〇 〇 〇 1

２
学
期

物質の状態と化学反応とエネル
ギー・化学反応の速さと平衡

物質の状態と化学反応とエネルギーについて理解する。　　　　　　　　　化学反応
の速さと平衡について理解する。

〇 〇 〇 27

定期考査 〇 〇 〇 1

無機物質 多種多様な無機物質を観察することによって、整理、分類し、無機物質を調べること
により無機物質を理解する。

〇 〇 〇 27

定期考査
〇 〇 〇 1

３
学
期

共通テスト（化学）の問題解説 共通テスト（化学）について学び、化学全体を復習する。。

〇 〇 〇 35

定期考査 〇 〇 〇 1
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
生体物質と細胞、タンパク質の構造と性質、生命現象とタンパク質について理
解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組んだり、実験結果の予想や考察をしたりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○

１
学
期

第１章　生物の進化
【知識及び技能】
生命の起源と細胞の進化、遺伝子の変化と遺伝子の組み合わ
せの変化、進化のしくみについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

オリエンテーション
第１節　生命の起源と細胞の進化
第２節　遺伝子の変化と遺伝子の組み合わせ
の変化
第３節　進化のしくみ

【知識・技能】
生命の起源と細胞の進化、遺伝子の変化と遺伝子の組み合わせの変化、進化の
しくみについて理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組んだり、モデル実験の結果を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

生物や生物現象に関心をもち、意欲的にそれらを探
究しようとするとともに、科学的態度を身に付け
る。

【学びに向かう力、人間性等】

（１～６組：宮崎）

理科 生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物や生物現象について、原理・法則を理解すると
ともに、科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本的な技能を身に付ける。

生物や生物現象の中に問題を見出し、事物を科学的
に考察し、導き出した考えを表現できるようにな
る。

高等学校　生物（第一学習社）

理科

自然の事物・現象の中に問題を見出し、事物を科学的に考察し、導き出した考えを表現できるようになる。

自然の事物・現象に関心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的態度を身に付ける。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】

教科 理科 科目 生物

4

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

○ ○ ○ 12

第２章　生物の系統と進化
【知識及び技能】
生物の系統、人類の系統と進化について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　生物の系統
第２節　人類の系統と進化

【知識・技能】
生物の系統、人類の系統と進化について理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ 1
第３章　細胞と分子
【知識及び技能】
生体物質と細胞、タンパク質の構造と性質、生命現象とタン
パク質について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　生体物質と細胞
第２節　タンパク質の構造と性質
第３節　生命現象とタンパク質

16

第４章　代謝
【知識及び技能】
代謝とエネルギー、炭酸同化、異化について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　代謝とエネルギー
第２節　炭酸同化
第３節　異化

【知識・技能】
代謝とエネルギー、炭酸同化、異化について理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組んだり、実験の結果を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○ 1
第５章　遺伝情報とその発現
【知識及び技能】
ＤＮＡの複製と遺伝子の発現について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　ＤＮＡの複製
第２節　遺伝子の発現

【知識・技能】
ＤＮＡの複製と遺伝子の発現について理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 10

第６章　遺伝子の発現調節と発生
【知識及び技能】
遺伝子の発現調節、発生と遺伝子の発現について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　遺伝子の発現調節
第２節　発生と遺伝子の発現

【知識・技能】
遺伝子の発現調節、発生と遺伝子の発現について理解している。
【思考・判断・表現】
遺演習問題に取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 12

第７章　遺伝子を扱う技術とその応用
【知識及び技能】
遺伝子を扱う技術とその応用を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　遺伝子を扱う技術
第２節　遺伝子を扱う技術の応用

【知識・技能】
遺伝子を扱う技術とその応用について理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組んだり、遺伝子を扱う技術の進歩によってどのような課題が
生じているか考え、自分の考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○ 1
第８章　動物の反応と行動
【知識及び技能】
刺激の受容と反応、動物の行動について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　刺激の受容と反応
第２節　動物の行動

【知識・技能】
刺激の受容と反応、動物の行動について理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組んだり、観察・実験を通して理解を深めたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 20

第９章　植物の成長と環境応答
【知識及び技能】
植物と環境、植物の一生と植物ホルモンについて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　植物と環境
第２節　植物の一生と植物ホルモン

【知識・技能】
植物と環境、植物の一生と植物ホルモンについて理解している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 16

３
学
期

第１０章　生態系のしくみと人間の関わり
【知識及び技能】
個体群と生物群集、生態系の物質生産と消費、生態系と人間
生活について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み取りなどにより、科学的に
探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態
度を養う。

第１節　個体群と生物群集
第２節　生態系の物質生産と消費
第３節　生態系と人間生活

【知識・技能】
個体群と生物群集、生態系の物質生産と消費、生態系と人間生活について理解
している。
【思考・判断・表現】
演習問題に取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して自らの考えを深めることができ
る。

○ ○ ○ 20

合計
140


